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2号機使用済燃料プール（以下SFP）スキマサージタンク（SFPが満水であることを確認するためのタンク）の水位低下に
伴い、8月16日～17日にかけて以下の対応を実施しております。
①2号機SFP冷却設備停止中の監視強化のため、SFP南側に水温計・水位計を設置（8月16日実施）
②遠隔操作ロボット(SPOT)でFPCポンプ室／熱交換器室内の線量測定および室内の状況確認（8月16・17日実施）
今回実施した現場の線量等の確認結果に基づき、今後、遠隔操作ロボット(SPOT)を用いた調査計画の立案を進めます。
なお、高線量下での作業となるため安全を十分に確保した上で対応を進めてまいります。
引き続き2号機SFPの水位、温度を監視するとともに、必要に応じてSFP循環冷却を実施できる状態にした上で、今後の
調査や対策について検討してまいります。
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※FPC…燃料プール冷却浄化系、HPCI…高圧注水系、RCIC…原子炉隔離時冷却系
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2号機SFP：水温計・水位計の設置状況（8月16日実施）
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8月16日に2号機SFPに水温計・水位計（直尺）を設置しております。水温計・水位計（直尺）は、天井部の既設カメラ
で監視を行います。（カメラ画像が若干不鮮明であり、今後、改善を図る予定）
なお、今回設置した水温計指示値は、2号機SFP温度上昇予測の評価値に対してほぼ同等の値を示していることを確認し
ております。（8月19日11時時点の2号機SFP温度上昇予測の評価値：42.9℃）

イメージ図 水温計・水位計（直尺）の設置状況
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2号機原子炉建屋3階FPCポンプ室内：現場調査結果（8月16日実施）

FPCポンプ(A)西側床面に水溜まりを確認しましたが、機器・配管・弁等には漏えいが疑われる箇所は確認できませんでした。
9箇所の空間線量測定（γ）を実施したところ、「0.60～3.16mSv/h」でした。
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2号機原子炉建屋3階FPC熱交換器室内：現場調査結果（8月17日実施）

FPC熱交換器北側エリアに水溜まりを確認しましたが、機器・配管・弁等には漏えいが疑われる箇所は確認できませんでした。
13箇所の空間線量測定（γ）を実施したところ、「2.03～22.0mSv/h」でした。
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